
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 3023 

令和５年度 理数科 

 

教科 理数科 科目 理数生物（前期） 単位数 1単位 年次 2年次 

使用教科書 高等学校 生物 （第一学習社） 

副教材等 ニューグローバル生物（東京書籍）、ニューステージ新生物図表（浜島書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

問題解決の能力を育てる。生物の遺伝，恒常性，生態系などの生命活動の現象，地球上で生物が進

化と絶滅を繰り返し，生態系は地球環境とともに共変化しながら持続してきたことを理解する。人

類は，どのように生き，行動すれば地球で生き続けられるかという問題を常に意識して，学び考え

続けてください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生命現象への関心を高め，目的意識をもって観察，実

験などを行い，生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・

法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

 生物の多様性と生態系について観察，実験などを通して探究し，生態系の成り立ちを理解させ，

その保全の重要性について認識させる。 

 生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学的に探

究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な

自然観を育成する。 

 生命現象を支える物質の働きについて観察，実験などを通して探究し，タンパク質や核酸などの

物質の働きを理解させ，生命現象を分子レベルでとらえさせる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生物や生物現象についての

理解を深め，科学的に探究

するために必要な観察，実

験などに関する技能を身に

付けている。 

自然の事物・現象の中に問題

を見いだし，見通しをもって

観察，実験などを行い，科学

的に探究する力を身に付けて

いる。 

自然の事物・現象に主体的に

関わり，科学的に探究しよう

とする態度を身に付けてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

生
物
の
進
化 

生命の起源と細胞の進化 

遺伝子の変化と遺伝子の

組み合わせの変化 

進化のしくみ 

 

a: 進化のしくみについて理解し

知識を身につけられている。 

b:原始地球の環境における有機

物の生成に関する実験にもとづ

いて，生命の起源に関して考察で

きる。 

c:大気中の酸素濃度の変化を示

す資料にもとづいて，シアノバク

テリアの繁栄や真核生物の出

現・繁栄が大気組成の変化と関わ

りがあることを見いだし、このこ

とについて探究しようとすると

ともに，科学的態度を身に付けて

いる。 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

観察・実

験 の 記

録 

定期考

査の結

果 

ノ ー ト

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

探 究 活

動 の 記

録、発表 

定 期 考

査 の 結

果 

 

ノート・ワ

ークシー

ト 

観察・実

験の記

録 

 

 

生
物
の
系
統
と
進
化 

生物の系統 

人類の系統と進化 

 

a: 多様な生物が生物学的にどの

ように分類されるのかについて

理解し、知識を身に付けている。 

b:霊長類に関する資料にもとづ

いて，ヒトを含む人類の形態的特

徴と進化の過程に関連があるこ

とに気づき，人類の進化の道筋に

ついて考察できる。 

c:生物の進化や分類、系統などに

ついて関心をもち、意欲的にそれ

らを探究しようとするとともに、

科学的態度を身に付けている。 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

観察・実

験 の 記

録 

定期考

査の結

果 

ノ ー ト

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

探 究 活

動 の 記

録、発表 

定 期 考

査 の 結

果 

 

ノート・ワ

ークシー

ト 

観察・実

験の記

録 

 

 

細
胞
と
分
子 

生体物質と細胞 

タンパク質の構造と性質 

生命現象とタンパク質 

 

a: 生物に含まれる元素や細胞内

でのタンパク質の輸送について

理解し、知識を身に付けている。 

b: 脂質分子の性質から，細胞膜

の構造とその特徴を理論的に考

察できる。 

c: 細胞内でのタンパク質の輸送

から，細胞小器官どうしの相互作

用を考察し、意欲的にそれらを探

究しようとするとともに、科学的

態度を身に付けている。 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

観察・実

験 の 記

録 

定期考

査の結

果 

ノ ー ト

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

探 究 活

動 の 記

録、発表 

定 期 考

査 の 結

果 

 

ノート・ワ

ークシー

ト 

観察・実

験の記

録 
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代
謝 

代謝とエネルギー 

炭酸同化 

異化 

 

a: 代謝には同化と異化があるこ

とや生物は有機物を得る方法に

よって，独立栄養生物と従属栄養

生物に分けられることを理解し、

知識を身に付けている。 

b: 光合成や呼吸の過程で、共通

する部分と生じる ATP の量の関

係について考察できる。 

c: 光合成や呼吸の反応過程の研

究で行われた実験について関心

をもち、意欲的にそれらを探究し

ようとするとともに、科学的態度

を身に付けている。 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

観察・実

験 の 記

録 

定期考

査の結

果 

ノ ー ト

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

探 究 活

動 の 記

録、発表 

定 期 考

査 の 結

果 

 

ノート・ワ

ークシー

ト 

観察・実

験の記

録 

 

 

遺
伝
情
報
と
そ
の
発
現 

DNAの複製 

遺伝子の発現 

 

a:DNA の二重らせんに方向性が

あることと、DNAの複製の際には

リーディング鎖とラギング鎖が

生じることなどを理解し、知識を

身に付けている。 

b: メセルソンとスタールの実験

やニーレンバーグの実験にもと

づいて，遺伝子の複製やコドン表

の作成に関して考察できる。 

 

c:DNAの複製や遺伝子の発現につ

いて関心をもち、意欲的にそれら

を探究しようとするとともに、科

学的態度を身に付けている。 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

観察・実

験 の 記

録 

定期考

査の結

果 

ノ ー ト

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

探 究 活

動 の 記

録、発表 

定 期 考

査 の 結

果 

 

ノート・ワ

ークシー

ト 

観察・実

験の記

録 

 

 
遺
伝
子
の
発
現
調
節
と
発
生 

 
遺伝子の発現調節 

発生と遺伝子の発現 

 

a: 原核生物と真核生物の遺伝子

の発現調節について理解し、知識

を身に付けている。発生は、体軸

の形成、胚の区画化、分化の方向

の決定という過程を経て進むこ

とを理解している。 

b:遺伝子の発現調節に関する資

料にもとづいて，状況に応じて必

要な遺伝子の発現調節が行われ

ていることを考察できる。 

c:遺伝子の発現や発生について

関心をもち、意欲的にそれらを探

究しようとするとともに、科学的

態度を身に付けている。 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

観察・実

験 の 記

録 

定期考

査の結

果 

ノ ー ト

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

探 究 活

動 の 記

録、発表 

定 期 考

査 の 結

果 

 

ノート・ワ

ークシー

ト 

観察・実

験の記

録 
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遺
伝
子
を
扱
う
技
術
と
そ
の
応
用 

遺伝子を扱う技術 

遺伝子を扱う技術の応用 

 

a:PCR法やクローニング、遺伝子

組換え技術、DNA 型鑑定などの

バイオテクノロジーの技術やそ

のしくみについて理解し、知識を

身に付けている。遺伝子を扱う際

の課題を理解している。 

b:遺伝子組換えなどの実験結果

の表から、どのような原理で実験

が行われ、結果が出ているのかに

ついて考察できる。 

c:バイオテクノロジーやその意

義、倫理的な側面について関心を

もち、意欲的にそれらを探究しよ

うとするとともに、科学的態度を

身に付けている。 

ノートや

ワークシ

ートの記

述 

観察・実

験 の 記

録 

定期考

査の結

果 

ノ ー ト

や ワ ー

ク シ ー

ト の 記

述 

探 究 活

動 の 記

録、発表 

定 期 考

査 の 結

果 

 

ノート・ワ

ークシー

ト 

観察・実

験の記

録 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


